
326だより 令和 8年  2月  発  行
三 池 初 市 実 行 委 員 会
*問い合せ先
三池地区公民館 53-8343

令和8年3月 1日 (日 )。 2日 (月)議
午前10時～午後9時 (2日は年後8時まで)
場所 :三池神田脇 “初市街道 "
ダイレックス三池店さんから増田うなぎさんまでの県道

会場本部 :三池地区公民館 駐車場
会う      で免

初 市 手 形

★初市手形の特典★
当日、手形を会場本部へお持ちいただくと、千支の印を

押して初市タオルを差し上げます。

また、福引きつき “あめ玉のつかみ取り"もできます。
さらに、6種類の違う千支の印が押されている手形をお持
ちいただくと、記念品 (特製バスタオル)を差し上げます。
スポーツやお風呂のお供に「最適」と、大人気です !
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に “三池初市 301)と して開催しました。今年は 26年 目を迎え、“三池  策承
初市326"として開催します。                     霊率
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【会場本部で、取り扱つているもの】
・ 手形、記念品受付

・初市うどん

・ 初市ぜんざい
。甘酒

・ コーヒー

・ 枯てほ

【イ ベ ン ト プ ロ グ ラ ム 】 会場は、本部 徳 池地区公民館)前の路上です。

※ 雨天などの都合によリプログラムが変更になる場合があります。

また、出演ラ定時間は目安であり、進行状況により前後することがあります。ご了承ください。

「初市手形」をお持ちいただくと、初市タオルと交換できます。豪華賞品が当たるあめ

玉のつかみ取りもできます。(あめ玉がなくなり次第終了です。)

(数量限定) ◆年も、大好評「初市うどん」を販売いたします。
(数量眼定) おいしいぜんざいで温まりませんか?お早めにどうぞ !

(数量限定) おしヽしい甘酒もあります。ころらもお早めに 1

(数量限定) おいしいコーヒーをどうぞ I

(数量限定) ◆年は「花てぼ」が復活 !
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(高取聖マリア幼稚園)歌と踊り

ハーモ三カ演葵

フラダンス

鼓笛隊演萎

オカリケ演薬

昭和歌謡

(すばるハーモニカ)

(アロハ・マヒナ)

(三池小学校 5年生)
(オカリすみいけ)

(松嶋 道生)
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和太鼓のひびき      (太 鼓衆 ‖響、1)
エイサーメドレー   (自作太鼓集団心‐SHIN―福岡支部)
ダンス発表         (有 明高専ダンス愛好会)
日向ひょっとこ臨り    (大 牟田ひょつとこ福笑会)
エイサー         (ユ イマール)

ハーモニカ演薬      (三 池ハーモニカサークル)
エイサー       (琉 球の風 真心 (ちむぐくる))
吹葵楽演薬        (御 木中学校吹奏楽部)
三池初市開催式典 (「ジャー妨誕生会」言む)

(三池初市実行委員会)
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西側の常夜灯から東側の常夜灯の区間が、三池初市の開催場所です。
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※安全を考慮して、路上
にごみ箱はありません。
お店に返却するか、ごみ
ステーションをご利用
いただきますようお願
いします。

※ 飲酒はできません

大
牟
田
の
春

＞
」一
】か
ら

三

池

初

市

「三
池
初
市
」
は
主
神
妙
見
さ
ん
、
恵
比
寿
さ
ん
、
薬
師

さ
ん
を
敬
慕
す
る
地
域
住
民
の
お
祭
り
で
あ

っ
た
と
も

い
わ
れ
る
が
、
現
在
で
は
宗
教
的
色
彩
は
非
常
に
薄
い
。

近
郊
の
住
民
の
物
々
交
換
か
ら
始
ま
り
、
交
流
の
輪
が
次

第
に
広
が
り
、
レ
」
の
地
域
の
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込

み
、
生
活
物
資
調
達
と
交
流
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一二
池
の
町
に
住
む
人
々
は
近
郊

の
親
戚
や
知
人
な
ど
を
家
に
呼
び
、
接
待
す
る
習
慣
が
あ

り
、
そ
れ
を
年
に

一
度
の
楽
し
み
と
し
た
。
こ
の
市
の
始

ま
り
は
二
五
〇
年
前
と
も
三
〇
〇
年
以
上
前
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
ご
一池
初
市
」
は
九
州
最
大
級
の
春
の
市
と
い

わ
れ
、
約
二
〇
〇
軒
の
移
動
商
、
植
木
商
の
人
々
が
こ
の

日
こ
の
地
に
集
い
、
そ
の
後
九
州

一
円
に
散
っ
て
営
業
を

始
め
る
。
各
地
で
そ
れ
は

「初
市
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

「三
池
初
市
」
は
そ
の
歴
史
と
規
模
か
ら

「初
市
」
中
の

「初
市
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

「花
て
ば
」
や

「し
ょ
う
け
」、
「み
そ
こ
し
」
に
代
表

さ
れ
る
竹
細
工
や
鍬
や
包
丁
な
ど
の
刃
物
は
、
苦
の
生
活

必
需
品
の
市
で
あ
つ
た
名
戎
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
伝
統
玩
具

「キ
ジ
馬
」
や
戦
後
工
夫
さ
れ
た

「竹
虎
」

は
少
な
く
な
つ
た
が
、
創
作
竹
細
工

「ミ
ユ
大
蛇
山
」
は

新
し
い
名
物
と
し
て
人
気
が
出
て
き
た
。

時
代
が
移
り
中
身
が
変
わ
ろ
う
と
、
何
よ
り
も

コ
ニ
池

初
市
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
子
ど
も
達
で
あ
る
。

二
〇
〇

一
年
か
ら
は
地
元
の
学
校
の
児
童
，生
徒
な
ど
が

発
表
の
場
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
ど
一池
初
市
」

は

一
気
に
活
気
づ
い
た
。
そ
れ
に
伴
い
地
域
の
組
織
を
総

動
員
し
た
三
池
初
市
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
い
わ
ゆ

る

コ
ニ
池
の
里
の
祭
り
」
と
し
て
二
十

一
世
紀
を
期
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
さ
ら
に
発
達
し
た

「三
池
初
市
」
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一二
池
初
市
実
行
委
員
会
で
は
こ
の

祭
り
を
、
地
域
の
祭
り
に
留
め
る
こ
と
な
く
ま
ち
づ
く

り
、
人
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
存
在
と

し
て
残
し
て
い
こ
う
と
、
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
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会場,ご案肉
ｆ，

トイレ

お祭り広場

イベント
会場

三池大灯籠

臨時駐車場 (無料)1日 9時半～21時

2日 9時半～21時

トイレ

地元住民用
代替駐車場

三池
郵便局

三池大灯籠

トイレ 会場 本 部 (三池地区公民館)

初市手形 (タオルとの交換

あめ玉つかみ取り)

初市うどん。ぜんざい。甘酒・
コーヒー

トイレ

ご  み
ステーシコン

駐輪場 (中尾歯科)


